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市民の
生命を守る
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〒519-0502　伊勢市小俣町相合161番地伊勢市上下水道部
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担　当

上下水道総務課

料金課

給排水サービス課

上水道課

下水道課

庶務係
経理係
上下水道料金係
下水道負担金係
給水係
排水設備係
建設係
維持係
水源係
計画係
下水道整備係
雨水施設整備係
施設管理係

電話番号

0596-65-5267
0596-65-5268
0596-65-5260
0596-65-5262
0596-65-5263
0596-65-5264
0596-65-5273
0596-65-5274
0596-65-5276
0596-65-5292
0596-65-5293
0596-65-5294
0596-65-5295

主な担当業務

庶務のこと
経理のこと
水道料金・下水道使用料、名義変更のこと
受益者負担金のこと
給水のこと
排水設備のこと
水道施設整備のこと
水道施設の維持管理・漏水修繕のこと
水質・水源施設のこと
下水道計画のこと
汚水施設整備のこと
雨水施設整備のこと
下水道施設の維持管理のこと

新設

新設

※休日・夜間の上下水道の漏水・排水のつまりの対応は、水道管理センター（0596-23-3360）になります。
※下水道建設課・下水道施設管理課は廃止
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小俣駅

明野駅

JA伊勢
小俣支店

小俣中学校

小俣小学校

小俣総合支所

伊勢広域環境
組合清掃工場

伊勢市消防本部
消防署小俣分署

コンビニ

伊勢市上下水道部庁舎

◎赤矢印の広い道路をご利用ください

上下水道部庁舎概要

所在地
敷地面積
延床面積

構造
階数
設計・監理
施工

伊勢市小俣町相合161番地
7,033㎡
事務所棟　1,771㎡
倉庫棟　　1,052㎡
鉄骨造（耐震構造）
地上２階　
株式会社山本設計
吉川・伊藤・西邦特定建設工事共同企業体（建築）
日光・長谷川特定建設工事共同企業体（電気設備）
杉山・サンシン特定建設工事共同企業体（機械設備）
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水道管修繕用
大型復旧資材

電気自動車（公用）
充電設備

自家発電設備
（100時間）

災害時の飲料水を
確保する貯水機能
付給水管（2トン）

災害用井戸

応急給水栓

水道・下水道の施設整備・維持管理
部門、管理部門のほか、打合せスペー
スを配置しています。
防災拠点として、水道・下水道のラ
イフラインを支えます。

事務所棟

会議室を兼ねた受援スペースを配置
し、災害時等に市外からの応援を受
け入れます。

倉 庫 棟

　伊勢市では、市民の重要なライフラ
インを支え、大規模地震等の災害発生
時に、応急復旧や応急給水活動等を継
続して行える上下水道の拠点施設建設
を進め、このたび、災害に強い上下水
道部庁舎が完成しました。 
　新庁舎は、防災拠点としての機能を
確保するため、構造体だけでなく、構
造部材、建築設備を耐震基準の最上位
で設計し、停電時には百時間稼働が可
能な非常用自家発電機を設置するなど
整備を行いました。
　ここに至るまで、地域の皆様など、多
くの方々のご理解、ご協力をいただきま
したことを、心より感謝申し上げます。 
　上下水道部庁舎が、市民の生命を守
るライフラインの拠点施設として、地域
の皆様にも愛される施設となることを
祈念するとともに、今後も、安全 • 安心
な上下水道行政に取り組んでまいりま
すので、なお一層のご協力をお願い申
し上げます。 

ごあいさつ
伊勢市長

鈴木 健一
市 民 の 生 命 を 守 る 上 下 水 道 部 庁 舎

市民の利用が多い料金・給排水窓口
を１階に集約して配置しています。
�三重県産のヒノキの木材を用いた、
温もりのあるホールです。

事務所棟

�給水車、応急給水物品・資材等を配
備し、災害時等の応急給水活動を迅
速に行います。

倉 庫 棟

誰もが利用しやすい
窓口機能

1F 上下水道の安心を支える
防災拠点機能

2F

防災拠点として
防災拠点として、津波浸水区域外に
最新の耐震基準で設計・施工をしま
した。

自家発電設備など
を整備

自家発電設備は停電時に 100 時間連
続稼働が可能で、貯水機能付給水管
により常時約 2000ℓの飲料水を確
保します。また、災害時に使用可能
な井戸水を整備しました。

環境負荷を低減し、
省エネルギー化へ

太陽光発電設備、高効率な空調設備
や高断熱の複層ガラス、電気自動車
充電設備等により、環境負荷を低減
し、省エネルギー化を図ります。


